
令和３年度 ２年生の課程を修了した者

２年１組 ２年２組

小林 侑生 大竹 峻永
菅 健吾 小沼 大輝
杉本 将太 小磯 匠
常松 祐斗 小磯 優太
円谷 颯 塩田 龍神
本田 頼 添田 大夢

平山 悠斗山田 竜生
吉成 蒼太 村上 登真
伊藤さくら 戸田 碧依
大戸 夏希 石井 凛音
北野 修果 佐藤 葵
塩田 心 塩田ひかり
鈴木美優加 十文字しずく
鈴木 美和 鈴木 茉央
星 陽菜香 関根 唯那
栁沼 青空 森 紗瑛
吉田 優菜 吉川マリン

吉田 美優

以上 男子１７名 女子１８名
計３５名

令和３年度 １年生の課程を修了した者

１年１組 １年２組
秋元 大雅 伊藤 惠人
上田 匠真 金森 慎
菊地 俊也 熊田 優生
北野 璃都 黒川 龍斗
香西 咲哉 佐藤 慶人
小松 倫也 佐藤 世成
齊須 羚太 佐藤ランダー
佐藤 樹 島田 啓多
深谷 莉玖 関根 駿
吉成 紘斗 関根 隼斗
白石 優空 出田 琉真
岩谷 香澄 渡辺 彪雅
遠藤 琉那 池田 莉央
塩田 京歩 大戸 初音
菅澤 ゆり 大橋 瑛麻
添田 咲羅 柿井 歩奈
室井 花穂 鈴木 美優
渡部 優愛 髙橋 美空
嶋 唯人

以上 男子２４名 女子１３名
計３７名

３
月

日
（
月
）

29
離
任
式

（
８
：

～

：

の
予
定
）

10

10

55

４
月
２
日(

金)

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
新
１
年
生
の
み
）

４
月
５
日(

月)

入
学
式
準
備
、
新
学
級
発
表

（
９
：

～

：

の
予
定
）

00

11

00

４
月
６
日(

火)

着
任
式
・
始
業
式
・
入
学
式

(

こ
の
日
か
ら
通
常
通
り
登
校
）

４
月
７
日(

水)

～
９
日(

金)

学
年
授
業

４
月
８
日(

木)

身
体
測
定
（
３
・
４
校
時
）

４
月
９
日(

金)

新
入
生
歓
迎
会
（
５
・
６
校
時
）

※
ご
不
明
な
点
は
学
校
ま
で
お
訊
ね

く
だ
さ
い
。

言
葉
は
成
長
す
る
・
・

「
克
冬
制
夏
」

校
長
の
つ
ぶ
や
き

年
度
末
か
ら
年
度
初
め
の
主
な
予
定

校学

今
で
こ
そ
全
国
最
大
の
農

中

業
生
産
を
誇
る
北
海
道
で
す

信

だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ

が
、
江
戸
時
代
ま
で
は
農
業
は
行
わ
れ

大

前
進
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

ず
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
が
狩
り
や
漁
を
し

立

せ
ん
。

て
い
ま
し
た
。
鰊(

に
し
ん)

は
「
鯡｣

と
も

市

春
休
み
は
３
月

日(

水)

～
４
月
５

書
き
ま
す
が
、
こ
れ
は｢

魚
に
非(

あ
ら)

24

河

本
日
、
令
和
２
年
度
の
修
了
式
が
行

日(

月)

の

日
間
で
す
。
短
い
期
間
で

ず
」
と
い
う
意
味
で
す
。
ア
イ
ヌ
の
人

13

白

わ
れ
ま
し
た
。
２
年
生

名
、
１
年
生

す
が
、
こ
こ
で
油
断
す
る
と
新
学
年
の

々
は
、
当
時
の
松
前
藩
に
鯡
な
ど
の
海

35

名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
の
課
程
を
修

ス
タ
ー
ト
で
つ
ま
づ
く
こ
と
に
な
り
ま

産
物
を
提
供
し
、
米
な
ど
の
農
産
物
と

37了
し
、
４
月
か
ら
進
級
す
る
こ
と
に
な

す
。
学
習
も
部
活
動
も
、
１
学
年
上
が

交
換
し
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
高
値

り
ま
す
。

る
こ
と
を
し
っ
か
り
自
覚
し
て
頑
張
り

で
売
れ
る
鯡
は
、
魚
で
は
な
く
お
金
で

今
年
度
は
と
に
か
く
コ
ロ
ナ
危
機
へ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
例
え
ば
虫
歯
の
治

あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

の
対
応
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
年
度
末

療
な
ど
、
今
の
う
ち
に
済
ま
せ
て
お
い

そ
の
北
海
道
。
明
治
政
府
は
有
名
な

号

か
ら
年
度
初
め
は
休
校
が
繰
り
返
さ
れ

た
方
が
よ
い
こ
と
は
、
１
学
期
に
食
い

ク
ラ
ー
ク
博
士
を
は
じ
め
、
欧
米
か
ら

７

離
任
式
す
ら
行
わ
れ
ず
、
入
学
式
も
新

込
ま
な
い
よ
う
、
必
ず
済
ま
せ
て
お
き

指
導
者
を
招
い
て
西
洋
式
の
農
業
を
取

６

入
生
の
み
で
、
在
校
生
が
入
ら
な
い
と

ま
し
ょ
う
。

り
入
れ
、
全
国
か
ら
入
植
者
を
募
っ
て

第

い
う
寂
し
い
も
の
で
し
た
。

な
お
、
年
度
末
・
年
度
初
め
に
皆
さ

開
拓
を
進
め
ま
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
様
々
な
対
応
策

ん
に
登
校
し
て
貰
う
日
が
あ
り
ま
す
が
、

「
克
冬
制
夏
」
・
・
こ
れ
は
「
冬
の

が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
は
、

休
業
中
で
す
の
で
登
校
が
無
理
な
場
合

寒
さ
、
夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
に
開
拓
を

制
約
は
あ
り
ま
す
が
こ
う
し
た
行
事
も

は
、
欠
席
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

進
め
よ
う
」
と
い
う
、
当
時
の
開
拓
民

実
施
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま

必
ず
学
校
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

に
向
け
た
合
い
言
葉
で
す
。

日

と
こ
ろ
が
、
今
で
は
こ
の
言
葉
が
全

３

く
違
っ
た
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

２

が
あ
り
ま
す
。
使
っ
て
い
る
の
は
部
活

月

動
の
指
導
者
た
ち
で
す
。

３

「
冬
の
寒
さ
に
負
け
ず
に
練
習
し
て
、

夏
の
大
会
を
制
覇
し
よ
う
」

年

と
い
う
意
味
で
。
大
会
ま
で
遠
く
、
ま

３

た
寒
い
冬
場
は
ど
う
し
て
も
練
習
に
身

和

が
入
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
冬
の
練
習

令

こ
そ
大
切
だ
、
冬
頑
張
れ
ば
夏
勝
て
る

ん
だ
と
い
う
叱
咤
激
励
に
使
わ
れ
る
の

で
す
。
元
々
の
意
味
と
は
違
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ

れ
で
よ
い
解
釈
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
さ
に
、

言
葉
も
成
長
す
る
の
で
す
。

校
是
「
三
年
先
の
稽
古
」

○
み
ん
な
が
行
き
た
く
な
る
学
校

○｢

現
場
力｣｢

本
番
力｣

を
磨
く
学
校

○
地
域
に
支
え
ら
れ
地
域
を
支
え
る
学
校

令
和
２
年
度
修
了
式

学
校
だ
よ
り

三
年
先
の
稽
古

発
行
：
校
長

益
子

朗


